
様式第５号（教育実習実施計画に関する書類） 
教 育 実 習 等 実 施 計 画 

１ 教育実習等の内容及び成績評価等 
① 教育実習等の時期 

【共同教員養成課程】 
小中連携教育コース 
「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」 （小学校教育主免専攻） 
「中等教育実習Ⅰ」及び「中等教育実習Ⅱ」 （中学校教育主免専攻) 
１） ３年次５月、８月下旬〜９月（教育実習（主免実習））   
２） ３年次９月～１１月（教育実習（主免実習））      
「中等教育実習Ⅰ」 (小学校教育主免専攻) 
「初等教育実習Ⅰ」 (中学校教育主免専攻) 
４年次４月～５月（教育実習（副免実習））           

教育支援探究コース 
発達支援専攻 
「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」 
１） ３年次５月、８月下旬〜９月（教育実習（主免実習））   
２） ３年次９月～１１月（教育実習（主免実習））       
特別支援教育専攻 

 「障害児教育実習」   
３年次５月、８月下旬〜９月（心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習）                             

    「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」         

１） ３年次９月（教育実習（基礎免実習））        
２） ４年次４月～５月（教育実習（基礎免実習））     

【養護教諭養成課程】 
 養護教育コース 

「中等教育実習Ⅰ」及び「中等教育実習Ⅱ」 
１） ３年次８月下旬〜９月（教育実習）          
２） ４年次４月～５月（教育実習）            
「養護実習」      
１） ３年次５月（養護実習）               
２） ３年次９月～１１月（養護実習）           

② 教育実習等の実習期間・総時間数 
【共同教員養成課程】 
 小中連携教育コース 
「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」 （小学校教育主免専攻） 
「中等教育実習Ⅰ」及び「中等教育実習Ⅱ」 （中学校教育主免専攻) 
１）３年次２週間（５月；１週間（３０時間））、８月下旬〜９月；１週間（３０時間））（教育実

習（主免実習）） 
２）３年次２週間（６０時間）（教育実習（主免実習）） 
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「中等教育実習Ⅰ」 (小学校教育主免専攻) 
「初等教育実習Ⅰ」 (中学校教育主免専攻)  

４年次２週間（６０時間）（教育実習（副免実習）） 
教育支援探究コース 

 発達支援専攻 
「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」 
１）３年次２週間（５月；１週間（３０時間）、８月下旬〜９月；１週間（３０時間））（教育実

習（主免実習）） 
２）３年次２週間（６０時間）（教育実習（主免実習）） 

 特別支援教育専攻 
「障害児教育実習」 
３年次３週間（５月、１週間（３０時間）、８月下旬〜９月、２週間（６０時間））（心身に障害 

のある幼児、児童又は生徒についての教育実習） 

（※当該科目に含まれる事前事後指導部分については、別記。） 

「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」 
１）３年次１週間（９月、１週間（３０時間））（教育実習（基礎免実習）） 
２）４年次３週間（９０時間）（教育実習（基礎免実習）） 

【養護教諭養成課程】 
 養護教育コース 

「中等教育実習Ⅰ」及び「中等教育実習Ⅱ」 
１）３年次２週間（６０時間）（教育実習） 
２）４年次２週間（６０時間）（教育実習） 

「養護実習」 
１）３年次１週間（３０時間）（養護実習） 
２）３年次３週間（９０時間）（養護実習）    

（※当該科目に含まれる事前事後指導部分については、別記。） 
③  実習校の確保の方法 

 
【共同教員養成課程、養護教諭養成課程】  

   「初等教育実習Ⅰ」「初等教育実習Ⅱ」、「中等教育実習Ⅰ」、「中等教育実習Ⅱ」 
附属小学校、附属中学校、附属幼稚園、附属特別支援学校 

    協力小学校、協力中学校、協力幼稚園、協力高等学校 
  「障害児教育実習」〈心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習〉 

附属特別支援学校、協力特別支援学校 
【養護教諭養成課程】 
「養護実習」 

附属小学校、附属中学校、協力小学校、協力中学校 
・協力小・中学校、高等学校、協力幼稚園、協力特別支援学校については、熊本県教育委員会、熊本市教

育委員会を通じ、実習生数に応じて協力校を確保している。希望者は出身校実習も認めている。 
④ 実習内容 
【共同教員養成課程】 
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小中連携教育コース、教育支援探究コース発達支援専攻 

「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」（小学校教育主免専攻、発達支援専攻） 
「中等教育実習Ⅰ」及び「中等教育実習Ⅱ」（中学校教育主免専攻） 
 １）３年次２週間 

・授業観察、実地授業、指導講話、学級経営、授業研究会、指導案作成、学校行事 

への参加等 
２）３年次２週間 

・授業観察、実地授業、 指導講話、学級経営、授業研究会、クラブ活動、学校行事への参加等 

「中等教育実習Ⅱ」（小学校教育主免専攻） 

「初等教育実習Ⅱ」（中学校教育主免専攻） 
４年次２週間 

・授業観察、実地授業、授業研究会、朝会、学校行事への参加等 

 

教育支援探究コース特別支援教育専攻 

  「障害児教育実習」 

３年次３週間（心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習） 
     ・授業観察、実地授業、指導講話、学級経営、授業研究会、指導案作成、学校行事への参加等 

（※事前事後指導については後述） 

「初等教育実習Ⅰ」及び「初等教育実習Ⅱ」 
１）３年次１週間 

・授業観察、実地授業、指導講話、学級経営、授業研究会、指導案作成、学校行事への参加等 
２）４年次３週間 

   ・授業観察授業観察、実地授業、指導講話、授業研究会、指導案作成、朝会、学校行事へ    

の参加等 
【養護教諭養成課程】 

「中等教育実習Ⅰ」及び「中等教育実習Ⅱ」 
１）３年次２週間 
・授業観察、実地授業、給食指導、学級活動、掃除指導、授業研究会、朝会、学校行事への参加等 

２）４年次２週間 
・授業観察、実施授業、給食指導、学級活動、掃除指導、授業研究会、朝会、学校行事への参加等 

「養護実習」 

１）３年次１週間 
・保健管理活動、保健室運営、保健教育、健康相談、学校行事への参加等 

２）３年次３週間 
・保健管理活動、保健室運営、実地授業、保健教育、健康相談、保健指導、学校行事への参加等 

（※事前事後指導については後述） 

⑤ 実習生に対する指導の方法 
共同教員養成課程、養護教諭養成課程 

学生の指導…教育実習委員会の主導のもと、学部全教員が実習校の指導教員等との打ち合わせ、学

生の指導にあたる。 

指導教員の派遣計画…実習期間中に１回以上、教科において実習学校との緊密な連絡をとり、必要

に応じ具体的な指導や、実習上の問題について討議しながら実習を進める。 
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⑥ 実習の成績評価（評価の基準及び方法） 
 ※ 評価項目表、評価シート等がある場合は、本計画書に添付すること。 

共同教員養成課程、養護教諭養成課程 

実習生の成績評価については、大学で定める様式によって実習校に報告を依頼する。 
単位修得の認定は、実習校からの成績評価報告と大学指導教員による実習評価を総合し、教育実習

委員会の審議に基づき、教授会で認定する。 

２ 事前及び事後の指導の内容等 
①  時期及び時間数 
【共同教員養成課程、養護教諭養成課程】 
「事前・事後指導」 

事前指導 
１年次（６月：４時間、９月：１６時間） 

２年次（６月：４時間、９月：１６時間） 

３年次（５月：４時間） 

４年次（４月：４時間（副免実習希望者のみ）） 

事後指導 
   ４年次（１１月：２時間（副免実習希望者４時間）） 

 

「障害児教育実習」に含まれる事前指導・事後指導 

事前指導：３年次（５月：４時間、８月下旬〜９月：２２時間） 

事後指導：３年次（９月：４時間）  

【養護教諭養成課程】 

「養護実習」に含まれる事前指導・事後指導  

事前指導 

１）養護実習Ⅰオリエンテーション：３年次（５月：１０時間） 

２）養護実習Ⅱオリエンテーション：３年次（９月：１０時間） 

事後指導 

１）養護実習Ⅰ報告会：３年次（６月：４時間） 

２）養護実習Ⅱ報告会：３年次（１２月：６時間）  

   

②  内容（具体的な指導項目） 
【共同教員養成課程、養護教諭養成課程】 
「事前・事後指導」 

事前指導 
  教育実習オリエンテーション、附属学校での観察実習・体験実習、指導案・教材の試行的作成、

授業演習、授業研究、実習直前の指導講話 
事後指導 

  実習の振り返り、グループ討議、レポート作成 

 
「障害児教育実習」に含まれる事前指導・事後指導 

事前指導 

教育実習オリエンテーション、指導案・教材の試行的作成、授業演習、授業研究 

  事後指導  

実習の振り返り、グループ討議、レポート作成 
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【養護教諭養成課程】 

「養護実習」に含まれる事前指導・事後指導 

事前指導 

養護実習オリエンテーション、保健指導の説明、教材作成の説明 

事後指導 

実習の振り返り、グループ討議、レポート作成 

 

    

③ 教育実習等におけるハラスメントの防止等に関する学生への指導（相談窓口の周知を含む）及び学内

の相談体制等について 
教育実習に関する学生相談フローチャートを作成し、教育実習ガイドブックに掲載し周知している。 
【フローチャート】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①相談者（学生）は，自分が所属する講座の教育実習委員（以下，委員という）に相談する。 

②委員は，相談者の了解を得て，教育実習委員長（以下，委員長という）に報告する。 

③委員長は，教育実習副委員長（以下，副委員長という）と協議の上，相談内容に関するワーキンググ

ループ（以下，相談事案検討ワーキンググループと呼ぶ）を設置するかどうかを決定する。なお，同ワ

ーキンググループを設置することになった場合は，座長を委員長が務めることとし，そのメンバーは同

委員長が副委員長と協議の上決定する。 

④相談事案検討ワーキンググループは，相談内容に関する当事者・関係者に聞き取り調査を実施し，相

談事案への対応を検討する。 

⑤委員長は，相談事案検討ワーキンググループの検討結果を教育実習委員会で報告する。 

⑥委員は，教育実習委員会における検討結果を相談者に報告する。 

※なお，相談者の相談内容が緊急を要する場合は，上記手順①〜⑥の一部を省略して，臨機応変に対応す

る。この場合，教育実習委員長は，必要と判断した関係者等と協議することがある。 
 

  

①  ②  

相談者（学生） 

③  

④  

⑤  
⑥  

各講座の教育実習委員 

教育実習委員長 教育実習副委員長 

相談事案検討ワーキンググループ 

教育実習委員会 
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３ 教育実習に関して連絡調整等を行う委員会・協議会等（以下「委員会等」という。） 
① 大学内の各学部・学科等との連絡調整を行う委員会等 
・ 委員会等の名称 
    熊本大学教育学部教育実習委員会 
・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 

教育学部に組織された各学科の代表教員、附属教育実践総合センター専任教員代表、附属学校園の

実習委員によって構成（教育実習委員長１人、教育実習副委員長３人、各学科の代表教員１５人、

附属教育実践総合センター専任教員代表１人、附属学校園の実習委員１３人） 

・ 委員会等の運営方法 
月１回委員会を開催している 

【委員会の組織図】 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
② 大学外の関係機関（例：都道府県及び市区町村教育委員会など）との連絡調整等を行う委員会等 
（※学校体験活動を含む場合は、大学と学校との連携体制についても記載すること。） 
・ 委員会等の名称 
  熊本大学教育学部教育実習運営協議会 
・ 委員会等の構成員（役職・人数など） 

熊本県教育庁、熊本市教育委員会、熊本県小中学校長会、熊本市小学校長会、熊本市中学校長会、学部

長、評議員、附属小・中・特別支援学校長、附属教育実践総合センター長、教育実習委員会によって構

成。（熊本県教育庁２人、熊本市教育委員会１人、熊本県小中学校長会、熊本市小学校長会役員６人、

熊本市中学校長会役員６人、教育学部長１人、副学部長２人、附属小・中・幼・特別支援学校(園)長

（各１人、計４人）、附属教育実践総合センター長１人、教育実習委員会委員長１人、副委員長３人） 
・ 委員会等の運営方法 
  年１回開催する。 
 
 
 
 
 

教育学部各学科 
附属教育実践総合センター 

附属学校園 

教授会 
教務委員会 

熊本大学 
教育学部教育実習委員会 

連携 

委員選出 
決定事項通知 

審議依頼 

熊本大学 
教務委員会 

大学教育統括管理運営機構附属教職総合センター 
教職企画調整部門 

教員養成部門 
地域連携・ 

教職支援部門 

連 

携 教職運営委員会 

専門委員会 専門委員会 

教職科目連絡会 
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  【委員会の組織図】 
 

４ 教育実習の受講資格 
 ３年次実習 

第２年次までの教育実習を終了し、かつ第２年次終了までに概ね６０単位を修得していること。 

 ４年次実習 

学年末に卒業の見込みがあり、第３年次までの教育実習を終了し、かつ第３年次前学期終了時に 

おいて教養教育、専門教育のそれぞれの科目にわたって合計８０単位以上を修得していること。 

５ 実習校 
教育 
実習 

体験 
活動 学級数の合計 幼稚園５学級、小学校 18 学級、中学校 12 学級、特別支援学校９学級 

○ × 学校名 熊本大学教育学部附属小学校（熊本県熊本市中央区京町本丁５－１２） 学級数：18 児童数：

644 人 
  教員数 25 人  （内訳）教諭２2 人、養護教諭１人、栄養教諭 1 人 

○ × 学校名 熊本大学教育学部附属中学校（熊本県熊本市中央区京町本丁５－１２） 学級数：12 生徒数：

468 人 
  教員数 20 人  （内訳）教諭 19 人、養護教諭 1 人 

○ × 学校名 熊本大学教育学部附属特別支援学校（熊本県熊本市中央区黒髪５－１７－１） 学級数：9 児童・

生徒数：60 人 
  教員数 29 人  （内訳）教諭 27 人、養護教諭 1 人、栄養教諭 1 人 

○ × 学校名 熊本大学教育学部附属幼稚園（熊本県熊本市中央区城東町５－９） 学級数：5 園児数：91 人 
  教員数 5 人  （内訳）教諭 5 人 
○ × 教育委員会名 熊本市教育委員会 小学校：92 校 中学校：42 校 

幼稚園：6 園 特別支援学校：2 校 
○ × 教育委員会名 熊本県教育委員会（教育事務所） 小学校：235 校 中学校：127 校 

高等学校：50 校 特別支援学校：20 校 
幼稚園：21 園  

 

連携 

熊本大学教育学部 
学部長、副学部長 
附属学校園長 
附属教育実践総合センター長 
教育実習委員長、副委員長 

熊本県小中学校長会 

熊本市小学校長会 

熊本市中学校長会 

熊本県教育庁 

熊本市教育委員会 

熊本大学教育学部教育実習運営協議会 

連携 
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    熊本大学 教育学部   教育実習成績評価票（附属小学校・協力小学校用）     年度 

  入学年度  学 生 番 号    学 生 氏 名    コース（専 攻）      副専攻 

     

 実習内容     項   目           項  目  の  主  な  観  点  評 価 

 観察・参加
 １．教職員・実習生との協力

 教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。 
 

２．検討会・反省会
 授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。 
 

 

指 

 

 

導 

学 

習 

指 

導 

３．教材研究および準備 
事前の教材研究や教材解釈に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、

板書計画などができた。 
 

４．学習指導案の作成
 単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想した。発問構想、児童・

生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案を作成した。 
 

５．授業展開における指導
 説明、発問、板書、環境構成などにおいて、学習活動を豊かにするような工夫がみ

られた。また、児童・生徒の活動を適切に評価した。 
 

 
 生 
 活 
 指 
 導 

６．児童・生徒理解
 児童・生徒に挨拶をし、休み時間や委員会や学校行事などにおいて積極的にかかわ

った。授業中の机間指導で児童・生徒に適切なことばかけを行った。 
 

７．学 級 活 動
 学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をすること

ができた。 
 

８．学 級 経 営
 整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。児童・生徒の作品やワークシートなどを

適切に評価し、取り扱った。衛生面・安全面に留意して給食指導や掃除指導を行った。 
 

 
 
勤務状況

 

 

９．勤 務 状 況
 教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。 
 

10．報告書・諸届け
 報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。 
 

     
合   計

  

 
実 習 校

 
 
所  見

 

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。） 
 

 
 出勤状況 
 

 出 勤 日 数  欠勤日数  遅刻日数  早退日数    備考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記載願います） 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   
   
  配当学級      学年     組 
 
 
  指導教諭名                 
 
 

 上記のとおり相違ないことを証明する 
 

                             
     年  月  日

 

   
 学 校 名  
 
  学校長名                    職印 
 
 

   ※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。 
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    熊本大学 教育学部   教育実習成績評価票（附属中学校・協力中学校用）    年度 

 入学年度  学 生 番 号    学 生 氏 名    コース（専 攻）      副専攻 

     

 実習内容     項   目           項  目  の  主  な  観  点  評 価 

 

 観察・参加
 

 

１．教職員・実習生との協力
 教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。 

 

 

２．検討会・反省会
 授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。 

 

 

 

 

 指 

 

 

 

 

 

 導 

 

 

 

 

 学 

 習 

 指 

 導 

 

３．教材研究および準備
 事前の教材研究や教材解釈に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、

板書計画などができた。 

 

 

４．学習指導案の作成
 単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想した。発問構想、児童・

生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案を作成した。 

 

 

５．授業展開における指導
 説明、発問、板書、環境構成などにおいて、学習活動を豊かにするような工夫がみ

られた。また、児童・生徒の活動を適切に評価した。 

 

 

 

 生 

 活 

 指 

 導 

 

６．児童・生徒理解
 児童・生徒に挨拶をし、休み時間や委員会や学校行事などにおいて積極的にかかわ

った。授業中の机間指導で児童・生徒に適切なことばかけを行った。 

 

 

７．学 級 活 動
 学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をすること

ができた。 

 

 

８．学 級 経 営
 整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。児童・生徒の作品やワークシートなどを

適切に評価し、取り扱った。衛生面・安全面に留意して給食指導や掃除指導を行った。 

 

 

 

 
勤務状況

 

 

９．勤 務 状 況
 教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。 

 

 

10．報告書・諸届け
 報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。 

 

 
   

合    計
  
 

 
 
実 習 校

 

 
所  見

 

 

 

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。） 
 

 

 

 

 出勤状況 

 

 出 勤 日 数  欠勤日数  遅刻日数  早退日数   備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  配当学級      学年     組 

 

  学級指導教諭名              

 

  教  科 

   

  教科指導教諭名              

 

 上記のとおり相違ないことを証明する 

 

                              
    年  月  日

 

  

 学 校 名  

 

  学校長名                    職印 

 

 

  ※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。    
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  熊本大学 教育学部    教育実習成績評価票（附属・協力特別支援学校用）    年度 
 入学年度  学 生 番 号    学 生 氏 名    コース（専 攻）         副専攻 

     

 実習内容     項   目           項  目  の  主  な  観  点  評 価 

 観察・参加
 

１．教職員・実習生との協力
 教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。 

 

２．検討会・反省会
 授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。 

 

指  

 

導 

学 

習 

指 

導 

３．教材研究および準備
 事前の教材研究や教材解釈に取り組み、学習活動に必要な教材・教具・資料づくり、

板書計画などができた。 

 

４．学習指導案の作成
 単元の目標をとらえ、目標達成に向けての学習活動を構想した。発問構想、児童・

生徒の応答予想や評価の観点などを踏まえた指導案を作成した。 

 

５．授業展開における指導
 説明、発問、板書、環境構成などにおいて、学習活動を豊かにするような工夫がみ

られた。また、児童・生徒の活動を適切に評価した。 

 

生 

活 

指 

導 

６．児童・生徒理解
 児童・生徒に挨拶をし、休み時間や委員会や学校行事などにおいて積極的にかかわ

った。指導にあたって児童・生徒に適切なことばかけを行った。 

 

７．学 級 活 動
 学級会、朝の会、帰りの会、係活動、当番活動などにおいて適切な指導をすること

ができた。 

 

８．学 級 経 営
 整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。児童・生徒の作品やワークシートなどを

適切に評価し、取り扱った。衛生面・安全面に留意して給食指導や掃除指導を行った。 

 

勤務状況
 

９．勤 務 状 況
 教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。 

 

10．報告書・諸届け
 報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。 
 

    
合    計

  

 
実 習 校

 
 
所  見

 

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。） 
 
 
 
 

 出勤状況 
 出 勤 日 数  欠勤日数  遅刻日数  早退日数   備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います） 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  配当学部       
 学年・組       部   学年   組 
  
 指導教諭名                
 
  指導教諭名                
 
 

 上記のとおり相違ないことを証明する 
 

                               
    年  月  日

 
   
 学 校 名 熊本大学教育学部附属特別支援学校 
 
  学校長名                     職印 
 
 

※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。    
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    熊本大学 教育学部       教育実習成績評価票（養護教諭養成課程）          年度 
 入学年度  学 生 番 号    学 生 氏 名      コ ー ス      

   養護教育コース
  

 実習内容     項   目           項  目  の  主  な  観  点  評 価 

 観察・参加
 

１．教職員・実習生との協力
 教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や授業研究会の準備に参加した。 

 

２．検討会・反省会
 授業研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。 

 

 指 

 

 

 

 導 

 保 

 健 

 教 

 育 

３．教材研究および準備
 教材研究に取り組み、必要な教材・教具・資料づくり、板書計画などができた。 

児童・生徒の実態に即した指導計画を作成し、適切な指導を行うことができた。 

 

４．集 団 指 導
 集団を対象とした保健指導や保健学習を適切に行うことができた。保健だより、掲

示物などの保健指導資料を作成し、資料提供を積極的に行った。 

 

５．個 別 指 導
 児童・生徒の心身の健康状態や行動を観察・把握し、ニーズに応じた保健指導

を、適切に行うことができた。 

 

 保 

 健 

 管 

 理 

６．対 人 管 理
 日常の救急処置を的確に行い、健康観察、健康診断、健康相談活動、疾病・伝染病

予防など、児童・生徒の心身の管理に関わる職務を適切に行うことができた。 

 

７．対 物 管 理
 校内巡視や安全点検、掃除指導などを積極的に行い、学校環境衛生活動に関わる職

務を適切に行うことができた。 

 

保経 

健 

室営 

８．保 健 室 経 営 
学校教育目標、学校保健計画を踏まえた保健室経営計画を理解し、教職員との連携

を図りながら、適切な保健室の管理、運営を行うことができた。
 

 

 
勤務状況

 
９．勤 務 状 況

 教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかいなどで児童・生徒と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。 

 

10．報告書・諸届け
 報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。 
 

     
合    計

  

 
実 習 校

 
 
所  見

 

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。） 
 

 出勤状況 
 出 勤 日 数  欠勤日数  遅刻日数  早退日数   備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います） 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 配当学級      学年     組 
  
 学級指導教諭名                           
 
  指導養護教諭名              

 上記のとおり相違ないことを証明する 
 

                               
    年  月  日

 
  学 校 名  
 
  学校長名                      職印 
 
   

  

 ※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。 
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    熊本大学 教育学部    教育実習成績評価票（附属幼稚園・協力幼稚園用）     年度 
 入学年度  学 生 番 号    学 生 氏 名    コース（専 攻）         副専攻 

     

 実習内容     項   目           項  目  の  主  な  観  点  評 価 

 観察・参加
 

１．教職員・実習生との協力
 教職員からの指導講話や指導助言を積極的に受け入れた。教職員や実習生と協力し、

職員作業や保育研究会の準備に参加した。 

 

２．検討会・反省会
 保育研究会や反省会に参加し、積極的に意見を述べ、自己評価を行った。その結果

を整理するとともに、指導力量の向上に生かした。 

 

指 

 

 

 

導 

保の

育指

内導

容 

３．教材研究および準備
 事前の教材研究や教材調査に取り組み、保育に必要な教材・教具を選択し、適切な

環境の構成と教材の準備を行った。 

 

４．保育指導案の作成
 保育のねらいに向けての保育内容を構想した。幼児の発達を適切にとらえた指導案

を作成した。 

 

５．保育展開における指導
 保育の内容やねらいを理解し、環境の構成や援助を行い、豊かな保育展開になるよ

うな工夫が見られた。 

 

 生 

 活 

 指 

 導 

６．幼 児 理 解
 幼児一人一人の内面を理解し、幼児の願いや思いに沿った適切な助言や人権意識を

もった援助を行った。発達を読み取り、見通しをもった指導を行った。 

 

７．生活に関わる事柄
 
幼児の発達に応じた身辺自立にかかわる丁寧で細やかな指導を行った。

  

８．環 境 の 整 備
 整理整頓や戸締まりなどの環境設営を行った。衛生面・安全面に留意して環境を整え

た。清潔で隅々までいきとどいた配慮のある環境を構成した。 

 

 
勤務状況

 
９．勤 務 状 況

 教員としてふさわしい服装・髪型・言葉づかい・態度などで幼児と接することができた。

事前に届けが出ている用件以外での遅刻・欠勤がなく、実習に専念した。 

 

10．報告書・諸届け
 報告書や諸届けを期日までに提出した。観察したことを整理し、自分なりに観点を

絞り、検討会での意見や実習の成果を踏まえて、報告書をまとめた。 

 

     
合    計

  

 
実 習 校

 
 
所  見

 

（観点別評価で「１」または「２」がある場合や、評価の合計が３０点未満の場合は、必ず、その理由を

記載してください。） 
 
 
 
 

 出勤状況 
 出 勤 日 数  欠勤日数  遅刻日数  早退日数   備 考（欠勤・遅刻・早退の理由等を記入願います） 

     

   
 
  配当学級    年保育   歳児    組 
 
 
  指導教諭名                 
 
 

 上記のとおり相違ないことを証明する 

                              
    年  月  日

   
 
 学 校 名 熊本大学教育学部附属幼稚園 
 
  園 長 名                        職印 
 
 

※「評価」は「項目の主な観点」を参照のうえ、５(秀・優)、４(良)、３(可)、２(不可：劣る)、１(不可：非常に劣る)の評点を記入してください。   
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